
国の基準に従った体調管理をアプリでカンタンに！

スマホでらくらく！健康観察

■体調管理のエビデンスが残せる

■国立感染症研究所が推奨する

「新型コロナウイルス感染症患者の接触者における健康観察票」に準拠

■28都道府県の保健所等（約1,000団体・6万人）での健康観察の実績をもとに開発

■2022年1月現在、企業や大学を含む約1,000団体、健康観察対象者数約120,000名で利用

■『健康日記』アプリ※1の機能を利用し、メンバー各自が体調を自己管理

「らくらく健康観察」おすすめポイント

メンバー（従業員・学生など）がらくらく！

健康状態の報告は5つの
項目に回答するだけ！
→ 毎日30秒で完了

会社、学校、習い事など
複数の共有先にも対応
→ 1回の入力ですべての
所属先に報告

健康管理者がらくらく！

アプリとシステムで健康観察データを一元管理
→ 基準を外れた人や未報告者を分かりやすく表示

管理者権限の設定が可能
→ グループを設定し、管理者と権限の設定が可能

基準超過者メール通知機能あり
→ 基準値を超えた報告があった場合に

管理者へメール通知が届きます

組織・団体への導入がらくらく！

Webから申し込むだけ、導入当日から利用可能

アプリなので配布もらくらく
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3 管理者用ダッシュボード

報告者用アプリ画面

従業員・学生から家族やスポーツチームのメンバーまで幅広くご利用中



※1 毎日の健康状態を記録する無料アプリ『健康日記』

自分で毎日の体重や血圧、カロリーなどを記録でき、スマホのヘルスケ
ア機能との連携で、歩数などを自動的に取り込むことができます。
通院や服薬情報、運動記録など自身の健康に関する日記機能や、診察券
画像の保存機能など、随時機能が追加され、ワクチン接種歴や検査歴も
記録できます。

2020年3月にリリースし、現在約11万件のダウンロード実績。
ヘルステック研究所と京都大学の共同研究の成果物※2として無料配布。

※2 京都大学環境安全保健機構 健康管理部門／健康科学センター 石見拓教授・
ヘルステック研究所の共同研究
京都大学産学連携本部第4回インキュベーションプログラム採択事業

「らくらく健康観察」プラン（2022年3月時点）

基本プラン

カスタマイズ
プラン

『らくらく健康観察』
有料サポートプラン

基本プランに加えて
団体ごとのオリジナル質問項目を最大10
項目まで設定可能

※各項目の回答の必須・任意も設定可能

月額20,000円（税別）

ご契約いただいた団体様の管理者様がご導入時される際のお困りごとや
ご質問に電話およびweb面談にてサポートします。

月額20,000円（税別）

https://kenkoukansatsu.htech-lab.co.jp/

〒606-8304 京都市左京区吉田下阿達町46-29 京都大学 医薬系総合研究棟3階309S号室

HP https://htech-lab.co.jp/

お問い合わせ info@htech-lab.co.jp

「らくらく健康観察」のより詳細な情報や、ご導入いただいている団体様のインタビュー等

以下URLまたはQRコードよりぜひご覧ください。

「らくらく健康観察」の詳細・お申し込みはこちら

株式会社ヘルステック研究所

＊1,000人以上のご利用の場合はご相談ください

業界最安水準でのサービス提供を実現 ＊2022年4月から適用

https://kenkoukansatsu.htech-lab.co.jp/

